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杉 並 区 広 報 課 

ドローン自動航行システムの実証実験を実施します 

区では、今年度、都市基盤整備の一環として詳細な地形傾斜を把握するための航空レーザ

測量を実施しました。この高精度地形情報をオープンデータとして公開（12 月）したとこ

ろ、ＵＡＶ（Unmanned aerial vehicle）：以下「ドローン」）の自動航行システム開発をし

ている都市再生調査事業協同組合から当データを活用した実証実験の申し出がありました。

区としては、災害時の観測や物資輸送等への期待もあるドローンの先進的な取り組みに対し

て協定を締結し協力することとしました。実験は、区立桃井原っぱ公園のほか福島ロボット

テストフィールド（福島県南相馬市）での実験も計画しています。同情報を利用した都市部

でのドローン自動航行は、国内初の試みです。 

 

■高精度地形情報とは 

今回の実証実験では、航空レーザ測量で得られたデー

タのうち、通称ＤＳＭ（Digital Surface Model：数値表

層モデル）と言われる建物や樹木の高さを含んだ地球表

面の高さのモデルを利用します。区内全域の25㎝メッシ

ュ単位（ちなみに国土地理院は数値標高データ 5ｍメッ

シュ）での高精度地形情報の取得は他の自治体では類を

見ない取組みであり、更にその情報をオープンデータと

して提供している自治体は現在他にありません。 

■ドローン自動航行システムとは 

目的地を指定することで目視範囲外であってもドロー

ンが自動で航行する仕組み。各社研究は進められていますが、ビル等の多い都市部での自動

航行は非常に困難であり、高精度の地形情報があることで精度の高い航行が可能となります。 

■実証実験の予定（実施主体は、都市再生調査事業協同組合） 

実施場所 時期 実験内容 

区立桃井原っぱ公園 
平成31年3月19日 

13:30～16:00（雨天中止） 
都市部における仮想の建物を使った自動ルートの生
成及び自動航行による飛行実験。 

福島ロボットテスト
フィールド 

平成31年6月 ※１ 
杉並の一部の街並みを空間移送できる広大なフィー
ルド上で、仮想空間での飛行実験。 

※１詳細な時期が決まりましたらお知らせします。 

【問い合わせ先】 

  都市整備部土木計画課  TEL 03－3312-2111（内線3422） 

  都市再生調査事業協同組合 実証実験事務局 

東京カートグラフィック（株） TEL 03－3392-6717 

出典：国土地理院ウェブサイト 
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